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議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

編
集
後
記
〜
か
け
は
し
〜

◆
皆
様
が
こ
の
市
議
会
だ
よ
り
を

手
に
す
る
頃
は
、
新
年
度
か
ら
１

か
月
が
経
ち
、
新
し
い
環
境
で
生

活
を
始
め
ら
れ
た
方
も
少
し
ず
つ

慣
れ
、
新
た
な
人
間
関
係
も
構
築

さ
れ
始
め
た
頃
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

◆
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
様
々
な
問

題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
今
回
の
表
紙

の
写
真
は
、『
前
を
向
い
て
み
ん

な
で
進
ん
で
行
こ
う
』
の
想
い
を

込
め
、
入
学
式
で
の
前
向
き
で
明

る
い
写
真
を
採
用
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
今
年
は
刈
谷
市
制
施
行
70

周
年
で
す
。
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
明

る
い
未
来
へ
向
か
う
刈
谷
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

◆
３
月
定
例
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
考
慮

し
、
市
議
会
と
し
て
も
様
々
な
対

応
を
し
つ
つ
、
令
和
２
年
度
予
算

な
ど
『
日
本
一　

安
心
安
全
な
ま

ち
刈
谷
』
の
実
現
に
向
け
た
施
策

に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
、
計
画
ど
お
り
に
事

業
が
遂
行
さ
れ
て
い
く
か
を
し
っ

か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
議
会
広
報
委
員
会
で
は
、「
市

議
会
だ
よ
り
」
が
市
民
の
皆
様
と

議
会
を
つ
な
ぐ
「
か
け
は
し
」
の

役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、
さ
ら
な

る
紙
面
の
充
実
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
皆
様
に
市
議
会
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
今
後
も
改
善
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
議
会
広
報
委
員
会
）

問　
人
口
増
加
、
産
業
の
発
展
に

よ
り
、
Ｃ
Ｏ
２

の
発
生
量
は
増
加
す

る
が
、
対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　
市
民
、
事
業
者
、
行
政
の
連

携
を
深
め
、
協
働
を
推
進
す
る
。
ま

た
、
環
境
教
育
を
充
実
さ
せ
、
市
民

へ
の
啓
発
に
お
い
て
は
、時
代
に
合
っ

た
情
報
発
信
ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
。

問　
貨
物
車
を
除
い
た
公
用
車
１

６
５
台
に
対
す
る
環
境
対
策
は
。

答　
低
公
害
車
を
21
台
導
入
し
て

い
る
。

問　
家
庭
用
蓄
電
池
、
Ｐ
Ｈ
Ｖ
、

Ｆ
Ｃ
Ｖ
な
ど
は
、
災
害
時
の
電
力
確

保
に
有
効
だ
が
、
さ
ら
な
る
導
入
促

進
の
考
え
は
。

答　
省
エ
ネ
、
創
エ
ネ
を
さ
ら
に

普
及
さ
せ
る
。
ま
た
、
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
の
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
も
検
討
し
て
い
く
。

■
議
員
研
修
で
公
職
選
挙
法
を
学

ぶ
（
２
月
４
日
）

　

弁
護
士
の
金
岡
宏
樹
氏
を
お
招

き
し
、「
公
職
選
挙
法
と
議
員
活

動
」
に
つ
い
て
御
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
議
員
活
動
と
公
職

選
挙
法
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、

多
発
す
る
災
害
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
な
ど

の
社
会
の
変
化
に
応
じ
て
気
を
付

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
動
を
再

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
市
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ

る
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
に
配
慮
し
た
議
会
運
営

　

今
定
例
会
中
に
、
日
本
国
内
に

お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
本
市
議
会
で
は
、
３
月
13
日

に
臨
時
の
議
会
運
営
委
員
会
を
開

催
し
、
市
民
生
活
に
密
接
に
関
わ

る
令
和
２
年
度
当
初
予
算
議
案
を

は
じ
め
各
議
案
の
採
決
に
影
響
が

出
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
本
市
議

会
最
終
日
を
５
日
繰
り
上
げ
、
３

月
18
日
に
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
場
や
傍
聴
席
出
入
口

へ
の
手
指
消
毒
液
の
設
置
や
議
員

に
よ
る
不
急
の
質
問
自
粛
な
ど
の

取
組
を
実
施
し
た
ほ
か
、
傍
聴
者

に
は
、
安
全
を
守
る
た
め
、
隣
席

と
距
離
を
空
け
て
傍
聴
す
る
な
ど

の
配
慮
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
の
御
理
解
、
御
協

力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

答　
敷
地
の
一
部
に
つ
い
て
は
、

45
年
以
前
か
ら
ご
み
処
理
等
の
事
務

所
が
建
っ
て
お
り
、
既
存
宅
地
の
可

能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
登
記
簿
法

上
は
、
52
年
に
田
か
ら
宅
地
へ
の
地

目
変
更
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
当

時
の
証
明
資
料
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

現
段
階
で
は
既
存
宅
地
と
判
断
す
る

こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。
跡
地
の

利
活
用
に
つ
い
て
は
、
移
転
新
築
の

整
備
と
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問　
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
多

胎
家
庭
支
援
事
業
の
内
容
は
。

答　
多
胎
家
庭
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
し
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
あ
る
。

１
歳
を
迎
え
た
多
胎
児
を
養
育
し
て

い
る
家
庭
を
対
象
に
、
多
胎
児
の
第

２
子
以
降
一
人
に
つ
き
３
万
６
，
０

０
０
円
を
支
給
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　
出
産
前
後
か
ら
始
ま
る
日
常

生
活
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
生

活
支
援
も
重
要
と
考
え
る
が
対
応
は
。

答　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
家
庭
に

派
遣
し
、
出
産
後
の
生
活
を
支
援
す

る
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
に
つ
い

て
、
多
胎
家
庭
に
対
し
て
は
、
利
用

期
間
を
現
在
の
出
産
後
２
か
月
以
内

で
あ
る
も
の
を
出
産
後
４
か
月
以
内

ま
で
延
長
し
、
多
胎
家
庭
に
お
け
る

日
常
生
活
の
負
担
軽
減
を
図
る
。

問　
県
が
進
め
る「
あ
い
ち
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
戦
略
」
に
お
い
て
、
企
業

の
中
核
支
援
拠
点
「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

Ａ
ｉ
」
の
整
備
の
ほ
か
、
各
地
域
に

サ
テ
ラ
イ
ト
拠
点
を
検
討
し
て
い
る
。

次
世
代
産
業
の
振
興
は
、
大
変
重
要

で
あ
り
、
拠
点
の
誘
致
は
本
市
の
将

来
に
わ
た
る
安
定
し
た
市
政
の
運
営

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
本
市
は
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答　
本
市
の
考
え
方
等
を
整
理
し
、

市
内
企
業
や
関
係
団
体
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
今
後
の
方
向
性
を
調
査

研
究
し
て
い
く
。

問　
県
に
対
し
、
積
極
的
な
働
き

か
け
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
ど
の
よ

う
な
働
き
か
け
を
し
て
い
く
の
か
。

答　
定
期
的
に
連
絡
を
取
り
、
県

の
考
え
方
や
情
報
を
得
な
が
ら
連
携

を
取
っ
て
い
く
。

問　
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
老
朽
化
に

よ
る
移
転
と
の
こ
と
だ
が
、
跡
地
に

つ
い
て
昭
和
45
年
以
前
か
ら
の
既
存

宅
地
で
あ
れ
ば
都
市
計
画
法
の
許
可

を
受
け
ず
に
市
街
化
調
整
区
域
で
の

建
築
が
可
能
と
な
る
が
、
現
在
の
敷

地
は
ど
う
か
。
ま
た
跡
地
の
利
用
は

何
か
考
え
て
い
る
か
。

問　
自
転
車
の
交
通
安
全
対
策
の

方
針
は
。

答　
生
活
道
路
や
市
街
地
の
幹
線

道
路
に
お
い
て
、
自
転
車
利
用
者
が

自
動
車
や
歩
行
者
と
共
存
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
自
転
車
走
行
空
間
の
確

保
や
自
転
車
利
用
者
が
交
通
ル
ー
ル

を
正
し
く
理
解
で
き
る
交
通
安
全
教

育
等
の
充
実
を
図
る
。

問　
平
成
29
年
５
月
に
自
転
車
活

用
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
施
策
の

推
進
を
図
る
た
め
、
自
転
車
道
の
整

備
な
ど
の
基
本
方
針
が
定
め
ら
れ
た
。

方
針
を
踏
ま
え
、
国
、
県
が
交
通
安

全
の
確
保
を
図
り
つ
つ
、
自
転
車
の

利
用
を
増
進
す
る
「
自
転
車
活
用
推

進
計
画
」
を
策
定
し
た
が
、
刈
谷
市

の
策
定
状
況
は
。

答　
方
針
と
の
整
合
を
図
り
、
２

年
度
か
ら
２
か
年
か
け
て
策
定
す
る
。

問　
市
長
が
掲
げ
る
「
元
気
・
笑

顔
・
希
望
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現

に
向
け
、
各
種
施
策
が
バ
ラ
ン
ス
よ

く
当
初
予
算
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。
地
域
活
動
政
策
に
お
い
て
、

防
災
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
地
域

防
災
活
動
へ
の
支
援
の
充
実
が
重
要

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答　
最
近
、
各
地
区
の
防
災
訓
練

を
通
じ
て
、
避
難
所
の
開
設
及
び
運

営
に
つ
い
て
の
問
題
点
が
洗
い
出
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
避
難
所

に
お
け
る
ト
イ
レ
不
足
と
防
災
行
政

無
線
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
も
挙
げ

ら
れ
て
お
り
、
現
在
進
め
て
い
る
避

難
所
へ
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整

備
拡
充
と
、
令
和
２
年
度
に
実
施
予

定
の
防
災
行
政
無
線
の
更
新
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
を
図
っ
て
い

く
。

中
嶋　
祥
元　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
産
業
環
境
部
長
）

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
目
指
し
た
取
組
を

︱
新
技
術
を
取
り
入
れ
た
施
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
︱

白
土　
美
恵
子　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
次
世
代
育
成
部
長
）

多
胎
家
庭
へ
の
充
実
し
た
支
援
を

︱
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
な
ど
を
拡
充
し
、
負
担
軽
減
を
図
る
︱

鈴
木　
絹
男　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
産
業
環
境
部
長
）

県
が
進
め
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ａ
ｉ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
誘
致
を

︱
愛
知
県
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
︱

星
野　
雅
春　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
産
業
環
境
部
長
）

清
掃
セ
ン
タ
ー
移
転
に
伴
う
跡
地
の
方
法
は

︱
移
転
整
備
と
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
︱

深
谷　
英
貴　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
生
活
安
全
部
長
）

自
転
車
の
交
通
安
全
対
策
を
実
施
し
、『
安
全
で
安
心
な
社
会
の
実
現
を
』

︱
自
転
車
道
等
の
整
備
、
自
転
車
走
行
方
法
の
周
知
や
啓
発
活
動
を
進
め
る
︱

稲
垣　
雅
弘　
議
員	
（
主
な
答
弁
者
・
・
・
生
活
安
全
部
長
）

次
代
を
見
据
え
、
元
気
・
笑
顔
・
希
望
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を

︱
様
々
な
立
場
の
方
に
寄
り
添
っ
た
施
策
を
実
施
︱

安心して子育てできるよう
サポートします

日本や世界をリードしていくために県が進める
「あいちスタートアップ戦略」（ロゴマーク）

法律を正しく理解し活動を


